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感動の甲子園

　　　　　　　　　　甲子園初陣となる小松高校野球部の試合、足を運ばずにはい

　　　　　　　　　られません。いざアルプス席に入ってみれば満員札止め。あふ

　　　　　　　　　れた応援団は外野席まで。居ても立ってもいられず応援に駆けつけた地元の皆

　　　　　　　　　さん、高校ＯＢや西条市出身の皆さんの熱気にあふれていました。歌手の秋川

　　　　　　　　　雅史さんや中村時広愛媛県知事も駆けつけられ、迫力満点の応援となりました。

　試合は手に汗握るシーソーゲームとなり、あと一歩の残念な結果に終わりましたが、ひたむきに

白球を追う選手の雄姿は、多くの共感を呼ぶものであったと思います。終了後のアルプス席前の整

列、あいさつには「よくやった」「ありがとう」のねぎらいの声が飛び交い、涙せずにはいられま

せんでした。まさに感動の涙です。もちろん「悔しい」思いはありましたが、それ以上に「さわや

かさ」や「すがすがしさ」を何倍も強く感じたのは、私だけではなかったと思います。

　それにしても、選手、監督は創立100年を超える小松高等学校の歴史に、新たな１ページを加え

てくれました。心から拍手を送りたいと思います。そして、この経験を糧に、それぞれの新たな目

標に向かって挑戦し続けてくれることでしょう。

　また、西条市にとっては、合併10周年という慶事の年に、大きな大きなプレゼントとなったこと

を心から感謝しています。

　高校野球だけでなく、さまざまな分野での皆さまの活躍は、ふるさと西条でつながる方々の大き

な励みとなり、元気と勇気を与えてくれ

ますが、甲子園では、「ふるさと」の名

のもとに、西条市出身の老若男女が集い、

心をひとつに勝利を信じ、祈り、また球

場やテレビの前で応援することで、地域

がひとつにつながるのを実感しました。

全国で活躍される地元出身者やゆかりの

方々との絆を深める本当によい機会にな

ったと思います。

　夢と感動をありがとう、小松高校野球部！

ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対　　　象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体など

■日時・場所　○10月21日㈫　９時～　丹原総合支所　○10月21日㈫　13時30分～　東予総合支所
　　　　　　　○10月24日㈮　９時～　本庁　　　　　○10月24日㈮　13時30分～　小松総合支所
■参 加 方 法　各開催日の10日前までに、本庁広報広聴課または、参加を希望される各総合支所総務

　　　　　　　課へ申し込みが必要です。各場所３団体程度を予定。

　　　　　　　※申し込み多数の場合は先着順。

　　　　　　　※１グループ当たり30分から１時間程度。

■申　込　先　○市庁舎本館広報広聴課　広聴係　　TEL0897－52－1493

　　　　　　　○東予総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－68－7300

　　　　　　　○小松総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－72－2111
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